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都市計画マスタープラン

平成27年 3月

（ 概 要 版 ）
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策定の趣旨と計画の位置づけ 

 

（１）策定の趣旨 

本市は、約400年前の江戸時代初期の町割りを基に、長い歴史の中で人々の生活が育まれ、商業、

工業、学術文化、医療福祉をはじめとする諸機能が集積する津軽地域の中心都市として発展してきま

したが、人口減少、少子高齢化の進行、ライフスタイルや価値観の多様化、環境問題の高まり、厳し

い財政的な制約など、都市を取り巻く社会経済情勢は大きく変化しており、これまでのような人口増

を前提とした都市づくりの見直しが必要となっています。 

このような社会経済情勢の中、本市では、新たな総合計画として「地域経営」という考え方を取り

入れた『弘前市経営計画』を策定し、本計画において人口の大幅な減少の抑制を地域の最重要課題に

設定し、課題解決に向けた取組を「笑顔ひろさき重点プロジェクト（人口減少対策）」としてとりま

とめ推進していくこととしています。（計画期間：平成26～29年度） 

また、広域的な枠組みとしては、本市を中

心とする8市町村で弘前圏域定住自立圏を

形成し、平成24年2月に策定した共生ビジ

ョンに基づき、圏域全体の活性化に向けた

様々な連携事業に取り組んでいます。これら

の実現に向けた都市計画分野における役割

は大きく、目指すべき都市の姿と整備の方向

性をより明確に位置づけることが必要であ

ることから、今後の新しい都市づくりの指針

となる「弘前市都市計画マスタープラン」を

策定しました。 

（２）計画の位置付け 

都市計画マスタープランは、都市計画法（以

下、「法」という。）第18条の2に規定される

「市町村の都市計画に関する基本的な方針」と

して定めるものであり、市が克服すべき社会課

題や地域づくりの目標（将来都市像）、それを

実現するための行政による具体的な取組（戦略

体系）を定めた「弘前市経営計画」や青森県が

定める都市計画の区域の整備・開発及び保全の

方針である「弘前広域都市計画区域マスタープ

ラン（青森県）」に即して、弘前市の目指すべ

き都市の姿と、その実現に向けた取組の方向性

を示すもので、今後の新しい都市づくりの指針

となるものです。  
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弘前市の目指す都市の姿と将来都市構造 

（１）弘前市の目指す都市の姿 

弘前駅を中心に、市役所や図書館などの公共施設、大学を始めとした学校、病院などが集中し、

公共交通や自転車、徒歩で十分生活できる既にコンパクトな街並みが形成され、超少子高齢社会に

対応可能な都市・地域規模と考えられる弘前市においては、生活に必要な機能や街の豊かさ・魅力

を維持し、歴史・文化的資源、りんごを中心とした良好な農地、岩木山に代表される豊かな自然な

どの弘前らしさを伸ばし、市民が地域特性に応じて弘前ならではの多様な暮らしを楽しめるまちを

目指します。 

 

 

 

 

 

 

（２）将来都市構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜弘前市の目指す都市の姿＞ 

暮らしを楽しめるまち

歴史・文化、 

個性が光るまち 

自然と共に生き、安心で

快適な生活を送ること

ができるまち 

都市機能が集積した 

コンパクトなまち 

集落拠点と市街地が 

公共交通で連動したまち
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都市全体の暮らしを楽しむための方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

方針４：弘前の歴史・文化、個性を光らせるまちをつくる 

・現存する歴史的建造物の保全・活用を図ります。 

・点として存在する歴史・文化資源やその他の観光資源を相互に結ぶ回遊ルートの整備や、歴史を感じ

させる街並み形成を進めます。 

・弘前を国際的な観光都市として育成するため、まちなかや周辺の観光資源を周遊しやすくする環境づ

くりを行います。 

 

＜方針の柱＞ 

①旧城下町等における歴史を感じさせる街並みの向上 

 ②歴史・文化資源を相互につなぐ回遊ネットワークの形成 

 ③弘前市内の観光を促す基盤づくり 

方針３：自然と折り合いながら四季の生活を楽しめるようにする 

・弘前市の周辺部に広がる丘陵地の樹林地や山林は、水源の涵養機能や防災機能などを保全するため、

適正な管理につとめます。 

・生活に憩いや潤いを与える身近なみどりの空間を増やします。 

・雪と折り合いながら冬季においても生活を楽しめるようにするため、自然環境に負荷をかけないよ 

うな新たな雪対策に取り組みます。 

・豪雪だけでなく洪水などの多様な自然災害や犯罪などにも強い、 

安全・安心なまちづくりを進めます。 

 

 ＜方針の柱＞ 

①自然環境の保全・活用 

②身近な緑地空間の整備・充実 

③弘前市雪対策総合プランに基づく雪対策の推進 

 ④自然災害に強く安全・安心なまちづくり 

 自然との共生 

 歴史・文化 
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エリア毎の暮らしのビジョンを実現するための方針 

 
  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな田園生活環境と生産環境を創造するコンパクトな集落
・弘前らしい自然・田園景観を有する地域として集落及び田園環境を保全するとともに、地域を活性化 

するための地域ごとのまちづくりの取組を展開し、高齢化に対応した、地域での支え合い活動の展開 

やそれを実現するための拠点づくりを展開します。 

・新たな地域の担い手・ＵＩターンを誘導するため、地域風景やライフ 

スタイルに合った田園型住宅環境を整備していきます。 

・田園地域に合った持続可能な公共交通を確保します。 

＜ビジョンの柱＞ 

①田園地域の豊かな自然環境と風景の保全・整備 

②地域の拠点づくりと地域主体の集落環境の整備 

③田園地域の観光・交流拠点の整備 

④田園地域に合った持続可能な公共交通の確保 

生活拠点周辺で歩いて暮らせる、まちなかと公共交通で連動したまち 
・郊外の生活の拠点となる場所のサービス機能や活動機能を強化し、歩いて暮らせる環境づくりを行い、

増加する空き地・空き家などでの住宅の更新や新たな住宅地を整備する際には、雪に強い快適な住宅 

を誘導し、次世代の郊外住宅地への転換を図ります。 

・まちなかとの公共交通ネットワークについて利便性の向上を図ります。 

＜ビジョンの柱＞ 

①郊外の生活を支え、活動の拠点となる場づくり 

②良好な住環境の保全と創出 

③雪に強い次世代型の住宅地の整備 

④空き家の利活用方法の検討・推進 

⑤骨格となる道路ネットワークと移動しやすい公共交通の整備 

歩いて暮らせる範囲に機能が集約された快適なまち
・機能が集約されたまちなかに幅広い世代が住むことができる住宅供給を行い、住宅供給や開発事業に伴っ

て、各種の生活支援サービス機能や活動拠点など、これからの市民活動に必要な機能の導入を図ります。 

・まちなかに住む「魅力」を向上させるため、歩行者環境やアメニティの向上、多様な市民活動が展開する 

場を創出します。 

・まちなかの回遊を円滑にする公共交通環境を整備していきます。 

 ＜ビジョンの柱＞ 

①まちなかにふさわしい多様な住宅の供給・誘導 

②まちなかの地域の魅力向上と市民活動活性化の土壌づくり 

③幅広い世代に対応する生活サービス機能の導入 

④空き家の利活用、老朽住宅の更新による市街地環境整備 

⑤まちなかの回遊を円滑にする公共交通環境の整備 

ま  ち 

エリア毎に、暮らしのビジョンを実現するためのまちづくりの具体的な方針を示します。 

 「まちなか」の暮らしのビジョン 

 「郊外」の暮らしのビジョン 

 「田園」の暮らしのビジョン 
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地域別構想の作成と地域のまち育ての展開イメージ 

 
弘前市では、まちの様々なことを学び、考えながら、自分たちでできることからよりよいまちづ

くりを目指そうとする継続的な取組を「まち育て」と定義し、市民と行政が一緒に地域の将来につ

いて考えていくことを進めていきます。 

地域の単位は、中学校区（16 地域：

右図）単位とし、行政がこの地域はこ

うすると決める一方通行の計画づくり

ではなく、地域にお住まいの方に地域

の様々なことを教えてもらいながら、

その地域のことを共に学び、身近なま

ちについて市民・行政ともに十分に知

った上で、どのような都市づくりの課

題を抱えているかともに見究め、将来

どのような地域像が望ましいかについ

て検討していきます。 

 

 

（１）まち育ての展開イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 

（２）取組方針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

まち育てに

関する学習 

まち育ての
組織化 

まち育てのため

の計画づくり 

（地域別構想） 

計画に基づく

地域活動 

（住民事業）

の実施 

まち育て組織の

継続的な運営 

（人材育成、教育、

世代交代） 

今後、1 年に数地区ずつ策定し、毎年度どこかの地域で市民と一緒に実施し続ける

エンドレスな取組として時間をかけて実施していきます。 

A 地域別構想の策定 

Ｂ地域別構想の策定 

Ｃ地域別構想の策定 

地域活動の実践 計画の見直し 

地域活動の実践 計画の見直し 

地域活動の実践 計画の見直し 

住民自らまち育てを展開させるため、まち育ての中期的な展開を大まかに以下のように設定します。



- 6 - 

 

地域別構想の作成と地域のまち育ての展開イメージ 

 
弘前市では、まちの様々なことを学び、考えながら、自分たちでできることからよりよいまちづ

くりを目指そうとする継続的な取組を「まち育て」と定義し、市民と行政が一緒に地域の将来につ

いて考えていくことを進めていきます。 

地域の単位は、中学校区（16 地域：

右図）単位とし、行政がこの地域はこ

うすると決める一方通行の計画づくり

ではなく、地域にお住まいの方に地域

の様々なことを教えてもらいながら、

その地域のことを共に学び、身近なま

ちについて市民・行政ともに十分に知

った上で、どのような都市づくりの課

題を抱えているかともに見究め、将来

どのような地域像が望ましいかについ

て検討していきます。 

 

 

（１）まち育ての展開イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 

（２）取組方針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

まち育てに

関する学習 

まち育ての
組織化 

まち育てのため

の計画づくり 

（地域別構想） 

計画に基づく

地域活動 

（住民事業）

の実施 

まち育て組織の

継続的な運営 

（人材育成、教育、

世代交代） 

今後、1 年に数地区ずつ策定し、毎年度どこかの地域で市民と一緒に実施し続ける

エンドレスな取組として時間をかけて実施していきます。 

A 地域別構想の策定 

Ｂ地域別構想の策定 

Ｃ地域別構想の策定 

地域活動の実践 計画の見直し 

地域活動の実践 計画の見直し 

地域活動の実践 計画の見直し 

住民自らまち育てを展開させるため、まち育ての中期的な展開を大まかに以下のように設定します。



 

弘前型ＰＤＣＡサイクルによる進行管理

都市計画マスタープランにおいては、経営計画と同様に、のＰＤＣＡサイクルの考え方により適

切な進行管理に努め、全ての段階で、計画の進行管理と改善に市民が参画し、市民との協働により

まち育てを進めます。

弘前型ＰＤＣＡサイクル（Ｐｌａｎ（計画の策定）－Ｄｏ（実行）－Ｃｈｅｃｋ（評価）－Ａｃ

ｔ（見直し））の特徴は、都市計画として通常５年ごとに実施される都市計画基礎調査の調査結果

の評価・見直しだけではなく、地域別懇談会を段階的に実施していくほどに積み上がる市全体の課

題の把握、また計画に記載した主要な取組の評価の３つのＰＤＣＡにより行います。取組の評価に

あたっては、経営計画での事業の評価を参考にして、これらの事業によって実現したことが第

章に掲げた各分野の方針及び第 章に掲げた各エリアのビジョンの実現に寄与しているのか、そ

の結果目指す都市の姿である「暮らしを楽しめるまち」に近づいているのかの定性的な視点、さら

には、居住者、活動者の視点で暮らしを楽しめることに寄与しているのかどうか、ひいては、この

取組が弘前らしさを引き立てる成果をもたらしているかなど、多面的な視点で評価を行い、市民や

専門家等の参加による第三者機関（都市計画審議会など）を活用して実施します。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主要な取組
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経営計画
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ロ
グ
ラ
ム

経営計画
の見直し

掲載

事業 都市計画マスタープランに掲載された取組 の評価

評価結果を

参考に評価

取組成果
アウトプット
の評価 目指す方向

に近づいて
いるか

都市計画
マスター
プラン

（改訂版）

実施されなかった取組

Ｂ地区
地域別構想

Ａ地区
地域別構想

都市計画基礎調査

主要な取組によるＰＤＣＡ

施策・
事務事業
評価 取組効果

アウトカム）
の評価

第三者評価
（都市計画
審議会など）

都市計画基礎調査によるＰＤＣＡ

地域別懇談会によるＰＤＣＡ
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弘前型ＰＤＣＡサイクルによる進行管理 

 都市計画マスタープランにおいては、経営計画と同様に、Ｐｌａｎ（計画の策定）－Ｄｏ（実行）

－Ｃｈｅｃｋ（評価）－Ａｃｔ（見直し）のＰＤＣＡサイクルの考え方により適切な進行管理に努

め、全ての段階で、計画の進行管理と改善に市民が参画し、市民との協働によりまち育てを進めま

す。 

 弘前型ＰＤＣＡサイクルの特徴は、都市計画として通常５年ごとに実施される都市計画基礎調査

の調査結果の評価・見直しだけではなく、地域別懇談会を段階的に実施していくほどに積み上がる

市全体の課題の把握、また計画に記載した主要な取組の評価の３つのＰＤＣＡにより行います。取

組の評価にあたっては、経営計画での事業の評価を参考にして、これらの事業によって実現したこ

とが第 2 章に掲げた各分野の方針及び第 3 章に掲げた各エリアのビジョンの実現に寄与している

のか、その結果目指す都市の姿である「暮らしを楽しめるまち」に近づいているのかの定性的な視

点、さらには、居住者、活動者の視点で暮らしを楽しめることに寄与しているのかどうか、ひいて

は、この取組が弘前らしさを引き立てる成果をもたらしているかなど、多面的な視点で評価を行い、

市民や専門家等の参加による第三者機関（都市計画審議会など）を活用して実施します。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

主要な取組

都市計画 
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プラン 

経営計画 

事
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ロ
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の見直し 

掲載 

事業(都市計画マスタープランに掲載された取組)の評価 

評価結果を 

参考に評価 

取組成果 
(アウトプット) 

の評価 目指す方向
に近づいて
いるか 

都市計画 
マスター 
プラン 

（改訂版）

実施されなかった取組 

Ｂ地区 
地域別構想 

Ａ地区 
地域別構想 

都市計画基礎調査 

主要な取組によるＰＤＣＡ 

施策・ 
事務事業 

評価 取組効果 
(アウトカム）

の評価 

第三者評価 
（都市計画 
審議会など） 

都市計画基礎調査によるＰＤＣＡ 

地域別懇談会によるＰＤＣＡ 
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弘前型ＰＤＣＡサイクルによる進行管理

都市計画マスタープランにおいては、経営計画と同様に、のＰＤＣＡサイクルの考え方により適

切な進行管理に努め、全ての段階で、計画の進行管理と改善に市民が参画し、市民との協働により

まち育てを進めます。

弘前型ＰＤＣＡサイクル（Ｐｌａｎ（計画の策定）－Ｄｏ（実行）－Ｃｈｅｃｋ（評価）－Ａｃ

ｔ（見直し））の特徴は、都市計画として通常５年ごとに実施される都市計画基礎調査の調査結果

の評価・見直しだけではなく、地域別懇談会を段階的に実施していくほどに積み上がる市全体の課

題の把握、また計画に記載した主要な取組の評価の３つのＰＤＣＡにより行います。取組の評価に

あたっては、経営計画での事業の評価を参考にして、これらの事業によって実現したことが第

章に掲げた各分野の方針及び第 章に掲げた各エリアのビジョンの実現に寄与しているのか、そ

の結果目指す都市の姿である「暮らしを楽しめるまち」に近づいているのかの定性的な視点、さら

には、居住者、活動者の視点で暮らしを楽しめることに寄与しているのかどうか、ひいては、この

取組が弘前らしさを引き立てる成果をもたらしているかなど、多面的な視点で評価を行い、市民や

専門家等の参加による第三者機関（都市計画審議会など）を活用して実施します。
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事業 都市計画マスタープランに掲載された取組 の評価

評価結果を

参考に評価

取組成果
アウトプット
の評価 目指す方向

に近づいて
いるか

都市計画
マスター
プラン

（改訂版）

実施されなかった取組

Ｂ地区
地域別構想

Ａ地区
地域別構想

都市計画基礎調査

主要な取組によるＰＤＣＡ

施策・
事務事業
評価 取組効果
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